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第 1 章

概要

•概要（1ページ）
•サービス可能なコンポーネントの場所（11ページ）

概要
このマニュアルでは、Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiencesを物理的に設
置し、電源を投入する手順を段階的に説明します。自動インストールスクリプトの実行方法に

ついても詳しく説明します。

この章は、次の項で構成されています。

外部機能

このトピックでは、Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiencesの外部機能につ
いて説明します。

Cisco CMX 3375アプライアンス（SFFドライブ）前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタのドライブバージョンの Cisco CMX 3375アプライアンスの
前面パネルの機構を示します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（4ページ）を参照してください。
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図 1 : Cisco CMX 3375アプライアンス（SFFドライブ）前面パネル

ファンステータス LED7ドライブベイ 1～ 10は SAS/SATAハード
ディスクドライブ（HDD）およびソリッド
ステートドライブ（SSD）をサポート。

1

ネットワークリンクアクティビティ LED8ドライブベイ 1と 2は、SAS/SATAおよび
NVMe PCIeソリッドステートドライブ
（SSD）をサポートします

2

温度ステータス LED9電源ボタン/電源ステータス LED3

引き抜きアセットタグ10ユニット識別ボタン/LED4

KVMコネクタ

（DB-15 VGA 1個、DB-9シリアル 1個、およ
び USBコネクタ 2個を装備した KVMケーブ
ルとともに使用）

11システムステータス LED5

-電源装置ステータス LED6

Cisco CMX 3375アプライアンス背面パネルの機能

背面パネルの機能は、Cisco CMX 3375アプライアンスのすべてのバージョンで同一です。

LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（7ページ）を参照してください。
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図 2 : Cisco CMX 3375アプライアンス

背面ユニット識別ボタン/LED7モジュラLAN-on-motherboard（mLOM）カー
ドベイ（x16 PCIeレーン）

1

電源装置（2、1+1として冗長）8USB 3.0ポート（2個）2

PCIeライザー 2/スロット 2（x16レーン）

フロントロード NVMe SSD（x8レーン）用の
PCIeケーブルコネクタが付属

9デュアル 1 Gb/10 Gbイーサネットポート
（LAN1と LAN2）

デュアル LANポートは、リンクパートナー
の機能に応じて 1 Gbpsおよび 10 Gbpsをサ
ポートできます。

3

PCIeライザー 1/スロット 1（x16レーン）10VGAビデオポート（DB-15コネクタ）4

デュアルホールアースラグ用ネジ穴111 Gbイーサネット専用管理ポート5

-シリアルポート（RJ-45コネクタ）6

ステータス LEDおよびボタン
ここでは、LEDとボタンの位置と意味について説明します。内容は次のとおりです。
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前面パネルの LED
図 3 :前面パネル LED

表 1 :前面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：ハードドライブは正常に動作中です。

•オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

•オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでド
ライブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATAドライブの障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

1

SAS

•消灯：ハードドライブトレイにハードドライ
ブが存在しません（アクセスなし、障害なし）。

•緑：ハードドライブの準備が完了しています。

•緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り
中または書き込み中です。

SAS/SATAドライブアクティビティ LED2

SAS
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•消灯：ドライブが使用されていないため、安全
に取り外すことができます。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能してい
ます。

•緑の点滅：ドライバがインサーションに続いて
初期化を実行中であるか、またはイジェクトコ

マンドに従ってアンロードを実行中です。

•オレンジ：ドライブに障害が発生しています。

•オレンジの点滅：ドライブはソフトウェアで
Locateコマンドを発行されました。

NVMe SSDドライブ障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

1

NVMe

•消灯：ドライブアクティビティはありません。

•緑の点滅：ドライブアクティビティがありま
す。

NVMe SSDアクティビティ2

NVMe

•消灯：サーバにAC電力が供給されていません。

•オレンジ：サーバはスタンバイ電源モードです。
Cisco IMCと一部のマザーボード機構にだけ電
源が投入されています。

•緑：サーバは主電源モードです。すべてのサー
バコンポーネントに電力が供給されています。

電源ボタン/LED3

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

ユニット識別4
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•緑：サーバは正常動作状態で稼働しています。

•緑の点滅：サーバはシステムの初期化とメモリ
チェックを行っています。

•オレンジの点灯：サーバは縮退運転状態にあり
ます（軽度の障害）。次に例を示します。

•電源装置の冗長性が失われている。

• CPUが一致しない。

•少なくとも1つのCPUに障害が発生してい
る。

•少なくとも 1つのDIMMに障害が発生して
いる。

• RAID構成内の少なくとも 1台のドライブ
に障害が発生している。

•オレンジの点滅（2回）：システムボードで重
度の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（3回）：メモリ（DIMM）で
重度の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（4回）：CPUで重度の障害が
発生しています。

システムヘルス5

•緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

•オレンジの点灯：1台以上の電源装置が縮退運
転状態にあります。

•オレンジの点滅：1台以上の電源装置が重大な
障害発生状態にあります。

電源装置ステータス6

•緑：すべてのファンモジュールが正常に動作中
です。

•オレンジの点滅：1つ以上のファンモジュール
で回復不能なしきい値を超えました。

ファンステータス7
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•消灯：イーサネット LOMポートリンクがアイ
ドル状態です。

•緑：1つ以上のイーサネットLOMポートでリン
クがアクティブになっていますが、アクティビ

ティは存在しません。

•緑の点滅：1つ以上のイーサネットLOMポート
でリンクがアクティブになっていて、アクティ

ビティが存在します。

ネットワークリンクアクティビティ8

•緑：サーバは正常温度で稼働中です。

•オレンジの点灯：1つ以上の温度センサーで重
大なしきい値を超えました。

•オレンジの点滅：1つ以上の温度センサーで回
復不能なしきい値を超えました。

温度ステータス9

背面パネルの LED
図 4 :背面パネル LED

表 2 :背面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：リンク速度は 100 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 1 Gbpsです。

•緑：リンク速度は 10 Gbpsです。

1 Gb/10 Gbイーサネットリンク速度（LAN1と
LAN2の両方）

1

•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

1Gb/10Gbイーサネットリンクステータス（LAN1
と LAN2の両方）

2
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•消灯：リンク速度は 10 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 100 Mbpsです。

•緑：リンク速度は 1 Gbpsです。

1 Gbイーサネット専用管理リンク速度3

•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

1 Gbイーサネット専用管理リンクステータス4

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

背面ユニット識別5

AC電源装置：

•消灯：AC入力なし（12 V主電源はオフ、12 V
スタンバイは電源オフ）です。

•緑の点滅：12V主電源はオフ、12Vスタンバイ
電源はオンです。

•緑の点灯：12V主電源はオン、12Vスタンバイ
電源はオンです。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されまし
たが、12 V主電源はオンです。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されまし
た（過電流、過電圧、過熱障害など）。12V主
電源はオフです。

電源の状態（各電源装置に 1つ）6

内部診断 LED

Cisco CMX 3375アプライアンスには、CPU、DIMM、およびファンモジュールの内部障害を
示す LEDがあります。
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図 5 :内部診断 LEDの場所

DIMM障害 LED（マザーボード上の各 DIMM
ソケットの後方に 1つ）

これらのLEDは、サーバがスタンバイ電源モー
ドの場合にのみ動作します。

•オレンジ：DIMMに障害が発生していま
す。

•消灯：DIMMは正常です。

3ファンモジュール障害 LED（マザーボード
上の各ファンコネクタの後方に 1つ）

•オレンジ：ファンに障害が発生している
か、しっかりと装着されていません。

•緑：ファンは正常です。

1

-CPU障害 LED（マザーボード上の各 CPUソ
ケットの後方に 1つ）

これらの LEDは、サーバがスタンバイ電源
モードの場合にのみ動作します。

•オレンジ：CPUに障害が発生していま
す。

•消灯：CPUは正常です。

2

一般的な警告、規制準拠、および安全性に関する情報
表記法
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誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。

各警告文に、警告を表す記号が記されています。特定の警告は、それらの警告が適用される項

に記載されています。

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。ステートメント1071これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

警告

次の警告は、一般的な警告で、マニュアル全体に適用されます。特定の警告は、それらの警告

が適用される項に記載されています。

バッテリが適正に交換されなかった場合、爆発の危険があります。交換用バッテリは元のバッ

テリと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用してください。使用済みの

バッテリは、製造元が指示する方法に従って処分してください。ステートメント 1015

警告

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

警告

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 1040
警告

規制準拠と安全性に関する情報
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Cisco CMX 3375アプライアンスの翻訳版の安全上の注意事項を参照してください。（注）

Cisco CMX 3375アプライアンスの規制情報を参照してください。（注）

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを外した状態の Cisco CMX 3375アプライアンスを示します。

図 6 : Cisco CMX 3375アプライアンス、サービス作業可能なコンポーネントの位置

電源ユニット（1+1冗長の場合にホットスワッ
プ可能）

10フロントロードドライブベイ 1～ 10は
SAS/SATAドライブをサポート。

1

マザーボード上のトラステッドプラットフォー

ムモジュール（TPM）ソケット（図示されず）
11冷却ファンモジュール（7個、ホットスワッ

プ可能）

2
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PCIeライザー 2/スロット 2（ハーフハイト、
x16レーン）

フロントロード NVMe SSD（x8レーン）用の
PCIeケーブルコネクタが付属

12Supercapユニット取り付けブラケット（RAID
バックアップ）

3

PCIeライザー 1/スロット 1（フルハイト、x16
レーン）

microSDカード用のソケットが付属

13マザーボード上の DIMMソケット（CPUあ
たり12個）

4

シャーシ床面（x16PCIeレーン）上のモジュラ
LOM（mLOM）カードベイ（図示されず）

14CPUおよびヒートシンク（最大 2）5

モジュラRAID（mRAID）ライザー。オプショ
ンで以下のいずれかをサポート。

•ハードウェア RAIDコントローラカード

•組み込みの SATA RAID用インタポーザ
カード

15ミニストレージモジュールソケット

2つのSDカードスロットを装備したSDカー
ドモジュール、または 2つの NVMeまたは
SATA M.2 SSDスロットを装備したM.2モ
ジュールをサポート。

6

PCIeライザー 2のフロントロード NVMe SSD
用の PCIeケーブルコネクタ

16シャーシ侵入スイッチ（任意）7

PCIeライザー 1の microSDカードソケット17マザーボード上の内部 USB 3.0ポート8

-RTCバッテリ、垂直ソケット9
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第 2 章

インストールと初期設定

この章では、Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiencesの初期の設置および設
定の方法について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

•ラックに関する警告（13ページ）
• Cisco CMX 3375の開梱と点検（14ページ）
• Cisco CMX 3375アプライアンスの設置の準備（14ページ）
• Cisco CMX 3375のラックへの取り付け（17ページ）
•初期設定（22ページ）
• NICモード（28ページ）
• CMXソフトウェアの設定（28ページ）
• BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新（30ページ）
•システム BIOSへのアクセス（31ページ）
• Serial over LAN（31ページ）
•スマートアクセス（シリアル）（32ページ）
•スマートアクセス（USB）（32ページ）

ラックに関する警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次のガイドラ

インは、安全に作業を行ってもらうために用意してあります。（1）この装置は、ラックに 1
つだけの場合は、一番下に搭載するようにしてください。（2）ラックに複数の装置を設置す
る場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付けます。（3）ラックにス
タビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックへの装置の設置や

ラック内の装置の保守を行ってください。ステートメント 1006

警告

Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiences設置ガイド
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ラックを荷降ろしするときは、怪我や装置の破損を防止するため、2人以上で安全にパレット
からラックを降ろす必要があります。

注意

破損防止のため、水分や過度の湿気が Cisco CMXに入り込まないようにしてください。注意

Cisco CMX 3375の開梱と点検
シャーシは厳密に検査したうえで出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合

には、ただちにカスタマーサービス担当者に連絡してください。

Cisco CMX 3375アプライアンスを開梱するには、次の手順に従ってください。

始める前に

内部Cisco CMX 3375アプライアンスのコンポーネントを取り扱うときは、静電気防止用スト
ラップを着用し、モジュールのフレームの端のみを持つようにしてください。

ステップ 1 段ボール箱から Cisco CMX 3375アプライアンスを取り出します。梱包材はすべて保管しておいてくださ
い。

Cisco CMX 3375アプライアンスの輸送が必要となる場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいて
ください。

（注）

ステップ 2 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマーサービス担当者に連絡してくださ
い。次の情報を用意しておきます。

•発送元の請求書番号（梱包明細を参照）

•破損したユニットのシリアル番号

•破損の説明

•破損による設置への影響

Cisco CMX 3375アプライアンスの設置の準備
ここでは、Cisco CMX 3375アプライアンスの設置準備について説明します。この項の内容は
次のとおりです。

Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiences設置ガイド
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設置に関する警告およびガイドライン

サーバの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information
for Cisco UCS C-Series Servers』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

ステートメント 1071

警告

システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35°C（95°F）を超えるエリアで操作しない
でください。

ステートメント 1047

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。

ステートメント 1019

警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて

います。この保護装置の定格が 250 V、15 A以下であることを確認します。

ステートメント 1005

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告
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この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊な器具、錠と鍵、またはその他の保安手段を使用しないと入れない場所を意味

します。

ステートメント 1017

警告

サーバを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使用する必

要があります。レールキットを使用せずに、ユニットを別のユニットの上に物理的に置く、つ

まり「積み重ねる」と、サーバの上部にある通気口がふさがれ、過熱したり、ファンの回転が

速くなったり、電力消費が高くなったりする原因となる可能性があります。サーバをラックに

取り付けるときは、これらのレールによりサーバ間で必要な最小の間隔が提供されるので、

レールキットにサーバをマウントすることを推奨します。レールキットを使用してユニット

をマウントする場合は、サーバ間の間隔を余分にとる必要はありません。

注意

鉄共振技術を採用している無停電電源装置（UPS）は使用しないでください。このタイプの
UPSは、CiscoUCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの変化によっ
て入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意

サーバを設置する際には、次のガイドラインに従ってください。

•サーバを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整えます。設置場所を計画
する際に推奨される作業については、『Cisco UCS Site Preparation Guide』を参照してくだ
さい。

•サーバの周囲に、サーバへのアクセスおよび適切な通気のための十分なスペースがあるこ
とを確認します。サーバ内では前面から背面へ空気が流れます。

•空調が、環境仕様（42ページ）に記載された温度要件に適合していることを確認します。

•キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件（16ページ）に記載された要件に適
合していることを確認します。

•設置場所の電源が、電力仕様（42ページ）に記載された電源要件に適合していることを
確認します。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してく
ださい。

ラックに関する要件

次のタイプのラックを使用する必要があります。

•標準的な 19インチ（48.3 cm）幅 4支柱 EIAラック（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション
1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウント支柱付き）。
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•付属のシスコ製スライドレールを使用する場合、ラック支柱の穴は、9.6 mm（0.38イン
チ）の正方形、7.1 mm（0.28インチ）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNCになりま
す。

•サーバあたりの縦方向の最小ラックスペースは、1ラックユニット（RU）、つまり
44.45 mm（1.75インチ）である必要があります。

サポートされるシスコ製スライドレールキット

サーバは、次のレールキットオプションをサポートします。

•シスコ製品 UCSC-RAILB-M4=（ボールベアリングスライドレールキット）。

•シスコ製品 UCSC-RAILF-M4=（フリクションスライドレールキット）。

•シスコ製品 UCSC-CMAF-M4=（ケーブルマネジメントアーム）

ラックの設置に必要な工具

シスコが販売するこのサーバ用のスライドレールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライドレールおよびケーブルマネジメントアームの寸法

このサーバのスライドレールの調整範囲は 24～ 36インチ（610～ 914 mm）です。

オプションのケーブルマネジメントアーム（CMA）を使用する場合、長さの要件がさらに追
加されます。

•サーバの背面から CMAの背面までの距離は、137.4 mm（5.4インチ）追加されます。

• CMAを含むサーバの全長は 35.2インチ（894 mm）です。

Cisco CMX 3375のラックへの取り付け
この項では、シスコが販売するラックキットを使用して、サーバをラックに取り付ける方法に

ついて説明します。
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ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保す

るために、次のガイドラインを守ってください。

ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り

付けます。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を

設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

警告

ステップ 1 サーバの側面に内側レールを装着します。

a) レール内の3つのキー付きスロットがサーバ側面の3個のペグの位置に合うように、内側レールをサー
バの一方の側の位置に合わせます。

b) キー付きスロットをペグに設定し、レールを前面に向けてスライドさせて、ペグの所定の位置にロッ
クします。前面スロットには、前面ペグにロックするための金属製クリップがあります。

c) 2つ目の内側レールをサーバの反対側に取り付けます。

図 7 :サーバ側面への内側レールの取り付け

内側レール前面のロッキングクリップ2サーバの前面1

ステップ 2 両方のスライドレール部品で前面の固定プレートを開きます。スライドレール部品の前端に、バネ仕掛け
の固定プレートがあります。取り付けペグをラック支柱の穴に挿入する前に、この固定プレートが開いて

いる必要があります。

部品の外側で、背面を向いている緑色の矢印ボタンを押して、固定プレートを開きます。
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図 8 :前面の固定部分、前端の内側

開いた位置に引き戻された固定プレート3前面側の取り付けペグ1

-取り付けペグと開いた固定プレートの間

のラック支柱

2

ステップ 3 外側のスライドレールをラックに取り付けます。

a) 片側のスライドレール部品の前端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。

スライドレールの前部がラック支柱の外側を回り込むように配置され、取り付けペグが外側の前部か

らラック支柱の穴に入ります。

ラック支柱は、取り付けペグと開いた固定プレートの間にある必要があります。（注）

b) 取り付けペグを、外側前面からラック支柱の穴に押し込みます。
c) 「PUSH」のマークが付いた固定プレートのリリースボタンを押します。ばね仕掛けの固定プレートが
閉じて、ペグが所定の位置にロックされます。

d) スライドレールの長さを調整したら、背面取り付けペグを対応する背面ラック支柱の穴に差し込みま
す。スライドレールは前面から背面に向かって水平である必要があります。

背面取り付けペグを、ラック支柱の内側から背面ラック支柱の穴に入れます。

e) 2つ目のスライドレール部品を、ラックの反対側に取り付けます。2つのスライドレール部品が同じ
高さであり、水平になっていることを確認します。

f) 所定の位置に収まって留まるまで、各部品の内側のスライドレールをラック前方へ引き出します。

ステップ 4 サーバを次のようにスライドレールに装着します。

このサーバは、コンポーネントがフルに搭載されている場合、最大で 27 kg（60ポンド）の重量
になります。サーバを持ち上げるときは、2人以上で行うか、リフトを使用することを推奨しま
す。この手順を 1人で実行しようとすると、怪我や機器の損傷を招くおそれがあります。

注意

a) サーバの側面に装着されている内側レールの後端を、ラック上の空のスライドレールの前端の位置に
合わせます。

b) 内部の停止位置で止まるまで、内側レールをラック上のスライドレールに押し込みます。
c) 両方の内側レールで内側レールリリースクリップを背面に向けてスライドさせたら、前面のスラム
ラッチがラック支柱に収まるまで、サーバをラックに押し込みます。
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図 9 :内側レールリリースクリップ

ラック支柱に装着されている外側スライ

ドレール

3内側レールリリースクリップ1

-サーバに装着され、外側のスライドレー

ルに挿入されている内側レール

2

ステップ 5 （任意）スライドレールに付属の 2本のネジを使用して、サーバをさらに確実にラックに固定します。
サーバを取り付けたラックを移動する場合は、この手順を実行します。

サーバをスライドレールに完全に押し込んだ状態で、サーバ前面のヒンジ付きスラムラッチのレバーを開

き、レバーの下にある穴からネジを挿入します。ネジがラック支柱のレールの静止部分に挿入され、サー

バが引き抜かれるのを防ぎます。反対のスラムラッチについても行ってください。

ケーブルマネジメントアームの取り付け（任意）

ケーブルマネジメントアーム（CMA）は、左右を逆にして取り付けることができます。CMA
を逆に取り付けるには、取り付ける前にケーブルマネジメントアームを逆に取り付け（任意）

（22ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 サーバをラックに完全に押し込んだ状態で、サーバから最も離れたCMAアームのCMAタブを、ラック支
柱に取り付けられている固定スライドレールの終端に押し込みます。カチッと音がしてロックされるま

で、タブをレールの終端にスライドさせます。
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図 10 :スライドレール後端への CMAの取り付け

幅調整スライダのCMAタブは、外側の固
定スライドレールの終端に取り付けます。

3サーバから最も離れたアームの CMAタ
ブは、外側の固定スライドレールの終

端に取り付けます。

1

サーバ背面4サーバに最も近いアームの CMAタブ
は、サーバに装着された内側のスライド

レールの終端に取り付けます。

2

ステップ 2 サーバに最も近い CMAタブを、サーバに取り付けられている内側レールの終端に押し込みます。カチッ
と音がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 3 CMAアセンブリの反対側の終端にある幅調整スライダを、ラックの幅まで引き出します。

ステップ 4 幅調整スライダの終端にある CMAタブを、ラック支柱に取り付けられている固定スライドレールの終端
に押し込みます。カチッと音がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 5 各プラスチック製ケーブルガイドの上部でヒンジ付きフラップを開き、必要に応じてケーブルガイドを通
してケーブルを配線します。
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ケーブルマネジメントアームを逆に取り付け（任意）

ステップ 1 CMAアセンブリ全体を、左から右へ 180度回転させます。プラスチック製ケーブルガイドは、上を向い
たままにしておく必要があります。

ステップ 2 サーバの背面を向くように、CMAアームの終端でタブを反転させます。

ステップ 3 幅調整スライダの終端にあるタブを回転させます。タブの外側の金属ボタンを長押しし、サーバの背面を
向くようにタブを 180度回転させます。

図 11 : CMAの反転

タブの外側の金属ボタン2幅調整スライダの終端の CMAタブ1

初期設定

ここでは、デバイスをスタンドアロンモードで使用する場合の Cisco CMX 3375アプライアン
スの電源投入方法、IPアドレスの割り当て方法、サーバ管理への接続方法について説明しま
す。

（注）

サーバのデフォルト設定

Cisco CMX 3375アプライアンスは次のデフォルト設定で出荷されます。

• NICモードは [Dedicated]です。
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• NIC冗長化は [None]です。専用管理ポートのみが使用されます。

• DHCPは有効になっています。

• IPv4は有効です。

接続方法

システムに接続して初期設定を行うには、次の 2つの方法があります。

•ローカル設定：キーボードとモニタをシステムに直接接続して設定を行う場合は、この手
順を使用します。この手順では、KVMケーブル（Cisco PIDN20-BKVM）またはサーバの
背面にあるポートが使用できます。

•リモート設定：専用管理 LAN経由で設定を行う場合は、この手順を使用します。

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワー

ク上にDHCPサーバが存在する必要があります。このサーバノー
ドのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ設定し
ておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜
きアセットタグにあるラベルに印字されています。このサーバ

ノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当て
られています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つ
の連続MACアドレスのうち最初のものです。

（注）

ローカル接続によるサーバの設定

この手順には、次の機器が必要です。

• VGAモニタ

• USBキーボード

•サポートされているCisco KVMケーブル（Cisco PIDN20-BKVM）、またはUSBケーブル
と VGA DB-15ケーブル

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された電源コンセントに各コードを接続します。

初回のブート時には、サーバが起動してスタンバイ電源モードになるまでに約 2分かかります。システム
の電源ステータスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場
合、サーバはスタンバイ電源モードです。

ステップ 2 次のいずれかの方法を使用して、USBキーボードと VGAモニタをサーバに接続します。

•オプションの KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を前面パネルの KVMコネクタに接続します。
USBキーボードと VGAモニタを KVMケーブルに接続します。
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• USBキーボードと VGAモニタを背面パネルの対応するコネクタに接続します。

ステップ 3 Cisco IMC設定ユーティリティを開きます。

a) 前面パネルの電源ボタンを 4秒間長押しして、サーバを起動します。
b) ブートアップ時に、Cisco IMC設定ユーティリティを開くよう求められたら F8を押します。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求す
るプロンプトが表示されます。デフォルトパスワードは passwordです。強力なパスワード機
能を有効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザ名を含めないこと。

•パスワードには次の 4つのカテゴリの中から 3つに該当する文字を含めること。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

• Non-alphabetic characters !, @、#、$、%、^、&、*、-、_、="

ステップ 4 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ（26ページ）に進みます。

リモート接続によるサーバの設定

この手順には、次の機器が必要です。

•管理 LANに接続された RJ-45イーサネットケーブル X 1。

始める前に

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワーク上にDHCPサーバが存在す
る必要があります。このサーバノードのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜きアセットタグにある
ラベルに印字されています。このサーバノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範
囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つの連続MACア
ドレスのうち最初のものです。

（注）

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された電源コンセントに各コードを接続します。
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初回のブート時には、サーバが起動してスタンバイ電源モードになるまでに約 2分かかります。システム
の電源ステータスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場
合、サーバはスタンバイ電源モードです。

ステップ 2 管理イーサネットケーブルを背面パネルの専用管理ポートに差し込みます。

ステップ 3 事前設定された DHCPサーバで、サーバノードに IPアドレスを割り当てられるようにします。

ステップ 4 割り当てられた IPアドレスを使用して、サーバノードの Cisco IMCにアクセスし、ログインします。IP
アドレスを特定するには、DHCPサーバの管理者に相談してください。

サーバのデフォルトのユーザ名は admin、デフォルトパスワードは passwordです。（注）

ステップ 5 Cisco IMCサーバの [Summary]ページで、[Launch KVMConsole]をクリックします。別のKVMコンソール
ウィンドウが開きます。

ステップ 6 Cisco IMCの [Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックします。システムがリブートします。

ステップ 7 KVMコンソールウィンドウを選択します。

次のキーボード操作を有効にするには、KVMコンソールウィンドウがアクティブウィンドウで
ある必要があります。

（注）

ステップ 8 プロンプトが表示されたら、F8を押して、Cisco IMC設定ユーティリティを起動します。このユーティリ
ティは、KVMコンソールウィンドウで開きます。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求する
プロンプトが表示されます。デフォルトパスワードはpasswordです。強力なパスワード機能を有
効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザ名を含めないこと。

•パスワードには次の 4つのカテゴリの中から 3つに該当する文字を含めること。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

• Non-alphabetic characters !, @、#、$、%、^、&、*、-、_、="

ステップ 9 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ（26ページ）に進みます。
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Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ

始める前に

システムに接続して Cisco IMC設定ユーティリティを開いた後に、次の手順を実行します。

ステップ 1 NICモードを設定して、サーバ管理用の Cisco IMCへのアクセスに使用するポートを選択します。

• [Shared LOM EXT]：共有 LOM拡張モードです。このモードでは、Shared LOMインターフェイスと
CiscoCardインターフェイスの両方がイネーブルです。次のステップで、NIC冗長性設定にデフォル
トの [Active-Active]を選択する必要があります。

NICモードでは、DHCP応答が Shared LOMポートと Ciscoカードポートの両方に返されます。サー
バがスタンドアロンモードであるために、Ciscoカード接続でその IPアドレスがCisco UCSManager
システムから取得されないと判別された場合は、そのCiscoカードからのその後のDHCP要求はディ
セーブルになります。スタンドアロンモードでCiscoカードを介してCisco IMCに接続する場合は、
Cisco Card NICモードを使用します。

• [SharedLOM]：Cisco IMCへのアクセスに 1Gb/10Gbイーサネットポートを使用します。次のステッ
プで、NIC冗長性設定に [Active-Active]または [Active-standby]を選択する必要があります。

• [Dedicated]（デフォルト）：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。工場出荷時の
デフォルト設定です。次のステップで、NIC冗長性設定に [None]を選択する必要があります。

• [Cisco Card]：Cisco IMCへのアクセスに取り付け済みの Cisco UCS仮想インターフェイスカード
（VIC）のポートを使用します。次のステップで、NIC冗長性設定に [Active-Active]または
[Active-standby]を選択する必要があります。

必須の VICスロットの設定も下記で参照してください。

• [VIC Slot]：Cisco Card NICモードを使用する場合にのみ、VICを取り付けた場所に合わせて、この
設定を選択する必要があります。Riser1、Riser2、または Flex-LOM（mLOMスロット）のいずれか
を選択します。

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 1に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Flex-LOM]を選択した場合は、mLOMスロットに mLOMタイプの VICを取り付ける必要があ
ります。

ステップ 2 必要に応じて、NIC冗長性を設定します。このサーバでは、次の 3つの NIC冗長性設定を行うことがで
きます。

• [None]（デフォルト）：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオー
バーを行いません。この設定は、専用 NICモードでのみ使用できます。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイポートにト
ラフィックがフェールオーバーします。SharedLOMとCiscoCardモードでは、それぞれ [Active-standby]
と [Active-active]の設定を使用できます。
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• [Active-active]：すべてのイーサネットポートが同時に使用されます。SharedLOMEXTモードでは、
このNIC冗長性設定のみを使用する必要があります。Shared LOMとCisco Cardモードでは、それぞ
れ [Active-standby]と [Active-active]の設定を使用できます。

ステップ 3 ダイナミックネットワーク設定用にDHCPをイネーブルにするか、スタティックネットワーク設定を開
始するかを選択します。

DHCPをイネーブルにするには、DHCPサーバにこのサーバのMACアドレスの範囲をあらかじ
め設定しておく必要があります。MACアドレスはサーバ背面のラベルに印字されています。こ
のサーバでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに印
字されているMACアドレスは、6つの連続MACアドレスのうち最初のものです。

（注）

静的 IPv4および IPv6設定には次が含まれます。

• Cisco IMCの IPアドレス。

IPv6の場合、有効な値は 1～ 127です。

•ゲートウェイ。

IPv6の場合、ゲートウェイが不明な場合は、::（コロン 2つ）を入力して noneのままに設定するこ
とができます。

•優先 DNSサーバアドレス。

IPv6の場合、::（コロン 2つ）を入力してこれを noneのままに設定することができます。

ステップ 4 （任意）VLANの設定を行います。

ステップ 5 F1を押して 2番目の設定ウィンドウに移動したら、次のステップに進みます。

2番目のウィンドウで F2を押すと、最初のウィンドウに戻ることができます。

ステップ 6 （任意）サーバのホスト名を設定します。

ステップ 7 （任意）ダイナミック DNSをイネーブルにし、ダイナミック DNS（DDNS）ドメインを設定します。

ステップ 8 （任意）[Factory Default]チェックボックスをオンにすると、サーバは出荷時の初期状態に戻ります。

ステップ 9 （任意）デフォルトのユーザパスワードを設定します。

サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトパスワードは passwordです。（注）

ステップ 10 （任意）ポート設定の自動ネゴシエーションをイネーブルにするか、ポート速度およびデュプレックス

モードを手動で設定します。

自動ネゴシエーションは専用 NICモードを使用する場合にのみ使用できます。自動ネゴシエー
ションはサーバが接続されているスイッチポートに基づいて自動的にポート速度およびデュプ

レックスモードを設定します。自動ネゴシエーションをディセーブルにした場合、ポート速度

およびデュプレックスモードを手動で設定する必要があります。

（注）

ステップ 11 （任意）ポートプロファイルとポート名をリセットします。

ステップ 12 F5を押して、行った設定に更新します。新しい設定が表示され、メッセージ「Networksettingsconfigured」
が表示されるまでに約 45秒かかる場合があります。その後、次の手順でサーバを再起動します。
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ステップ 13 F10を押して設定を保存し、サーバを再起動します。

DHCPのイネーブル化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスが
ブートアップ時にコンソール画面に表示されます。

（注）

次のタスク

ブラウザと Cisco IMCの IPアドレスを使用して、Cisco IMC管理インターフェイスに接続しま
す。IPアドレスは、行った設定に基づいています（スタティックアドレスまたは DHCPサー
バによって割り当てられたアドレス）。

サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトパスワードは passwordです。（注）

NICモード
Cisco CMX 3375アプライアンスには次の NICモードの設定があります。

• Dedicated：Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）へのアクセスには、専用の管理
ポートが使用されます。これは、CiscoCMX3375アプライアンス出荷時のデフォルトモー
ドです。CIMCアクセス用の IPアドレスを設定する必要があります。

CMXソフトウェアの設定
Cisco CMX 3375アプライアンス上に Cisco CMX 10.5.1ソフトウェアを展開する必要がありま
す。CiscoCMXの最小限の設定は、コンソールを使用したインストールの一環として実行され
ます。

ステップ 1 Cisco.comの『Download Software』から Cisco CMX 10.5.1イメージをダウンロードします。

ステップ 2 3375アプライアンスの電源を投入し、CIMC IPアドレスとユーザクレデンシャルを設定します。

ステップ 3 Internet Explorerを使用して CIMC IPにログインします。

ステップ 4 左側のペインで、[Menu] > [Compute] > [BIOS]をクリックします。

ステップ 5 [Configured Boot Mode]ドロップダウンリストから、[Legacy]を選択します。
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図 12 : [BIOS]タブの [Configured Boot Mode]ドロップダウンリスト

ステップ 6 画面の指示に従ってシステムを再起動します。

ステップ 7 [Configure Boot Order]をクリックします。

ステップ 8 [Configure Boot Order]ウィンドウで、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 9 [Add Virtual Media]をクリックします。

ステップ 10 新しい仮想メディアの名前を入力します。

ステップ 11 [Sub Type]ドロップダウンリストから、[KVM MAPPED DVD]を選択します。

ステップ 12 [Save Changes]をクリックします。

新しい仮想メディアが作成され、有効になります。

ステップ 13 IEを使用して、KVMを開きます。結果がより一貫したものになるよう、IEまたは Firefox上で JAVA
ベースの KVMを使用することをお勧めします。

ステップ 14 [Virtual Media] > [Activate Virtual Devices]の順にクリックします。

ステップ 15 [Map CD/DVD]をクリックし、ローカルフォルダからイメージを選択します。

ステップ 16 KVMで、[Power]オプションを使用して Cisco CMX 3375アプライアンスに電源を投入します。
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ステップ 17 アプライアンスが再起動したら、F6キーを押して [Boot Menu]を表示します。

ステップ 18 [Cisco vKVMMapped DVD]を選択します。

ステップ 19 インストール方法として、[Install using Current Console]を選択します。

ステップ 20 [Proceed with install]をクリックします。CMXファイルがコピーされるまで 20～ 30分待ちます。

ファイルがコピーされると、システムが再起動します。システムには、Centos7がロードされています。
Cisco CMXの [Welcome]ウィンドウが表示されます。

BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新

BIOSファームウェアをアップグレードする場合、Cisco IMCファームウェアも同じバージョン
にアップグレードする必要があります。アップグレードしないと、サーバが起動しません。

BIOSと Cisco IMCのファームウェアが一致するまで電源をオフにしないでください。オフに
すると、サーバが起動しなくなります。

シスコは、BIOS、Cisco IMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレベルに同時に
アップグレードできるよう支援するために、Cisco Host Upgrade Utilityを提供しています。

注意

サーバには、シスコが提供し、承認しているファームウェアが使用されています。シスコは、

各ファームウェアイメージと共にリリースノートを提供しています。ファームウェアを更新

するには、いくつかの方法があります。

•ファームウェアの更新に推奨される方法：Cisco Host Upgrade Utilityを使用して、Cisco
IMC、BIOS、およびコンポーネントのファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアッ
プグレードします。

ファームウェアリリースについては、下記のマニュアルロードマップリンクにある『Cisco
Host Upgrade Utility Quick Reference Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの GUIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの CLIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server CLI Configuration Guide』を参照してください。

上記のドキュメントへのリンクについては、『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』を
参照してください。
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システム BIOSへのアクセス

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

このユーティリティの [Main]ページに、現在の BIOSのバージョンとビルドが表示されます。（注）

ステップ 2 矢印キーを使って、BIOSメニューページを選択します。

ステップ 3 矢印キーを使って、変更するフィールドを反転表示にします。

ステップ 4 Enterキーを押して変更するフィールドを選択し、そのフィールドの値を変更します。

ステップ 5 Exitメニュー画面が表示されるまで右矢印キーを押します。

ステップ 6 Exitメニュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セットアップユーティリティを終了します（また
は、F10を押します）。Escキーを押すと、変更内容を保存せずにユーティリティを終了できます。

Serial over LAN
Cisco CMX 3375アプライアンスは、Serial over LAN（SOL）機能をサポートしています。

SOLはデフォルトで有効になっています。Cisco CMX 3375アプライアンスのコンソールにア
クセスするには、通常、KVMコンソールや SOL対応のCIMCコンソールを使用します。アプ
ライアンスへの物理シリアルケーブル接続（背面の RJ-45シリアルコネクタまたは前面の
KVMケーブルを介した DB-9接続のいずれか）を使用すると、端末への出力が正しく表示さ
れず、代わりに「ÿæÿëÎÿïÿûëÿß」のようなランダムな文字が表示される可能性があります。こ
れが発生する一般的な原因は、SOLが誤ったポート（通常は [com0]）に設定されていること
です。一部の設定では、ボーレートを9600bpsまで下げることが必要となる場合があります。

Cisco IMC CLIを使用してこの問題を回避するには、次のコマンドを同じ順序で実行します。

• scope sol

• set comport com1

• set baud-rate 9600

• exit

• commit

Cisco IMC GUIを使用してこの問題を回避するには、次の手順に従います。

ステップ 1 Cisco IMCにアクセスします。

ステップ 2 [Compute] > [Remote Management] > [Serial Over LAN]の順に選択します。

ステップ 3 [com port]を [com0]から [com1]に更新します。
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ステップ 4 ボーレートの入力値を 115.2 kbpsから 9600 bpsに下げます。

スマートアクセス（シリアル）
この Cisco CMX 3375アプライアンスは、スマートアクセスシリアル機能をサポートしていま
す。この機能により、ホストのシリアルと Cisco IMC CLIを切り替えることができます。

SOLは、SSHオプションでのみサポートされます。Telnetはサポートされていません。（注）

•この機能には、次の要件があります。

•サーバの背面パネルの RJ-45シリアルコネクタ、または前面パネルのKVMコンソー
ルコネクタでDB-9接続（KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を使用する場合）
を使用することができる、シリアルケーブル接続。

•サーバの BIOSでコンソールリダイレクションを有効にする必要があります。

•端末タイプは、VT100+または VTUFT8に設定する必要があります。

• Serial overLAN（SOL）を無効にする必要があります（SOLはデフォルトで有効になっ
ています）。

•ホストのシリアルから Cisco IMC CLIに切り替えるには、Escキーを押した状態で 9キー
を押します。

接続を認証するために Cisco IMCクレデンシャルを入力する必要があります。

• Cisco IMCCLIからホストのシリアルに切り替えるには、Escキーを押した状態で 8キーを
押します。

Serial overLAN（SoL）機能が有効になっている場合は、Cisco IMC
CLIに切り替えることができません。

（注）

•セッションが作成されると、CLIまたはWeb GUIに serialという名前で表示されます。

スマートアクセス（USB）
Cisco CMX 3375アプライアンスは、スマートアクセス USB機能をサポートしています。

このアプライアンスのボード管理コントローラ（BMC）は、大容量のUSBストレージデバイ
スに対応しており、そのデータにアクセスすることができます。この機能では、前面パネルの

USBデバイスをメディアとして使用して、ネットワーク接続を必要とせずにBMCとユーザ間
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でデータを転送できます。これは、リモート BMCインターフェイスがまだ利用可能でない場
合や、ネットワークの不良構成によりリモート BMCインターフェイスにアクセスできない場
合などに役立ちます。

•この機能には、次の要件があります。

•前面パネルの KVMコンソールコネクタに接続された KVMケーブル（Cisco PID
N20-BKVM）。

• KVMケーブルのいずれかの USB 2.0コネクタに接続された USBストレージデバイ
ス。電流保護回路による切断を避けるため、USBデバイスの電流消費は 500 mA未満
である必要があります。

KVMケーブルに接続されているマウスまたはキーボードは、ス
マートアクセス（USB）を有効にすると切断されます。

（注）

• USB 3.0ベースのデバイスを使用できますが、デバイスは USB 2.0の速度で動作しま
す。

• USBデバイスには 1つのパーティションのみを設定することをお勧めします。

•サポートされているファイルシステム形式は、FAT16、FAT32、MSDOS、EXT2、
EXT3、および EXT4です。NTFSはサポートされません。

•前面パネルの KVMコネクタは、ホスト OSと BMC間で USBポートを切り替えるように
設計されています。

•スマートアクセス（USB）は、いずれかのBMCユーザインターフェイスを使用して有効
または無効にすることができます。たとえば、ブートアップ中にメッセージが表示された

ときに F8を押すことにより、Cisco IMC設定ユーティリティを使用できます。

•有効時：前面パネルの USBデバイスは BMCに接続されています。

•無効時：前面パネルの USBデバイスはホストに接続されています。

•管理ネットワークを使用してリモートでCisco IMCに接続できない場合は、シリアルケー
ブルを介してデバイスファームウェアアップデート（DFU）シェルを使用してテクニカ
ルサポートファイルを生成し、前面パネルの USBポートに装着されている USBデバイ
スにダウンロードすることができます。
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第 3 章

のメンテナンス Cisco 3375 Appliance for
Cisco Connected Mobile Experiences

この章では、ハードウェアコンポーネントの取り付けまたは交換方法について説明します。こ

の章の内容は次のとおりです。

•電源装置の交換（35ページ）
• Cisco CMX 3375アプライアンスへのコンポーネント取り付けの準備（37ページ）

電源装置の交換
Cisco CMX 3375アプライアンスでは、1つまたは 2つの電源装置が使用できます。2つの電源
装置を設置している場合、それらの電源装置は 1+1冗長です。

Cisco CMX3375アプライアンスは、2台の電源装置が搭載された状態で出荷されます。故障し
た電源装置を交換する場合は、シスコから交換用電源装置を入手できます。

Cisco CMX 3375アプライアンスは、コールド冗長性もサポートしています。サーバで使用さ
れる電力に応じて、1台の電源装置でシステムにすべての電力をアクティブに供給し、もう 1
台の電源装置がスタンバイ状態になる場合があります。たとえば、AC電源に接続されている
電源装置が 2台存在していても、電源装置 1で消費電力が満たされる場合は、電源装置 2がス
タンバイ状態になります。

•電源装置の詳細については、電力仕様（42ページ）も参照してください。

•電源 LEDの詳細については、背面パネルの LED（7ページ）も参照してください。

AC電源装置の交換

サーバに電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2つある）場合は、1+1冗長であるた
め、電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はありません。

（注）
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サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

ステップ 1 交換する電源装置を取り外すか、空のベイからブランクパネルを取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

•サーバに電源装置が 1つしかない場合は、のシャットダウンと電源切断 Cisco CMX 3375アプライ
アンス（36ページ）の説明に従ってサーバをシャットダウンし、電源を切断します。

•サーバに電源装置が 2つある場合は、サーバをシャットダウンする必要はありません。

b) 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。
c) 電源装置のハンドルをつかみながら、リリースレバーをハンドルに向けてひねります。
d) 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 2 次のようにして、新しい電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。
b) リリースレバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。
d) サーバをシャットダウンした場合にのみ、電源ボタンを押して、サーバを主電源モードで起動します。

図 13 : AC電源装置の交換

電源装置ハンドル2電源装置リリースレバー1

のシャットダウンと電源切断 Cisco CMX 3375アプライアンス
Cisco CMX 3375アプライアンスは次の 2つの電源モードのいずれかで動作します。

•主電源モード：すべてのサーバコンポーネントに電力が供給され、ドライブ上にある任意
のオペレーティングシステムが動作できます。

•スタンバイ電源モード：電力はサービスプロセッサと特定のコンポーネントにのみ供給さ
れます。このモードでサーバから電源コードを外すことにより、オペレーティングシステ

ムおよびデータの安全を確保します。
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CiscoCMX3375アプライアンスがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、
電流は引き続きサーバ上に残っています。いくつかのサービス手順で指示されている完全な電

源切断を行うには、CiscoCMX3375アプライアンスのすべての電源装置からすべての電源コー
ドを外す必要があります。

注意

Cisco CMX 3375アプライアンスをシャットダウンするには、前面パネルの電源ボタンまたは
ソフトウェア管理インターフェイスを使用します。

Cisco CMX 3375アプライアンスへのコンポーネント取り
付けの準備

ここでは、Cisco CMX 3375アプライアンスへのコンポーネントの取り付けの準備に役立つ情
報およびタスクについて説明します。

サービス手順に必要な工具

この章の手順を実行するには、次の工具および器具を使用します。

• T-30トルクスドライバ（ヒートシンクの取り外し用、交換用 CPUに付属）

• No. 1マイナスドライバ（ヒートシンクの取り外し用、交換用 CPUに付属）

• No. 1プラスドライバ（M.2 SSDおよび侵入スイッチ交換用）

•静電気防止用（ESD）ストラップまたは接地マットなどの接地用器具

サーバ上部カバーの取り外し

ステップ 1 次のようにして、上部カバーを取り外します。

a) カバーのラッチがロックされている場合は、ドライバを使用して、ロックを反時計回りに 90度回転さ
せて、ロックを解除します。

b) 緑のつまみがあるラッチの終端を持ち上げます。ラッチを持ち上げながら、カバーを開いた位置に押
し戻します。

c) 上部カバーをサーバからまっすぐ持ち上げ、横に置きます。

ステップ 2 次のようにして、上部カバーを取り付けます。

a) ラッチが完全に開いた位置にある状態で、カバーを、前面カバーパネルのへりから約 2分の 1インチ
（1.27 cm）後方のサーバ上部に置きます。ラッチの開口部をファントレイから上に突き出ているペグ
に合わせます。
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b) 閉じた位置までカバーラッチを押し下げます。ラッチを押し下げながら、カバーを閉じた位置まで前
方に押します。

c) 必要に応じて、ドライバを使用しロックを時計回りに 90度回転させて、ラッチをロックします。

図 14 :上部カバーの取り外し

ロッキングカバーラッチ2上部カバー1

シリアル番号ラベルの場所3

シリアル番号の場所

サーバのシリアル番号はサーバ上部、前面近くのラベルに印刷されています。サーバ上部カ

バーの取り外し（37ページ）を参照してください。
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ホットスワップとホットプラグ

一部のコンポーネントは、シャットダウンおよびサーバの電源切断を行わなくても、取り外し

と交換が可能です。交換には、ホットスワップとホットプラグの 2つの種類があります。

•ホットスワップ交換：ソフトウェアまたはオペレーティングシステムでコンポーネントを
シャットダウンする必要がありません。これは、次のコンポーネントに適用されます。

• SAS/SATAハードドライブ

• SAS/SATAソリッドステートドライブ

•冷却ファンモジュール

•電源装置（1+1冗長の場合）

•ホットプラグ交換：次のコンポーネントを取り外す前に、オフラインにする必要がありま
す。

• NVMe PCIeソリッドステートドライブ
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付録 A
技術仕様

•技術仕様（41ページ）

技術仕様
この付録では、サーバの物理的仕様と、環境および電源の仕様を示します。

•物理仕様（41ページ）

•環境仕様（42ページ）

•電力仕様（42ページ）

物理仕様

次の表に、Cisco CMX 3375の物理仕様を示します。

表 3 :物理仕様

仕様説明

43.2 mm（1.7インチ）高さ

429.0 mm（16.9インチ）幅

サーバのみ：740.3 mm（29.5インチ）

サーバとスライドレール：787.4mm（31.0インチ）

奥行（長

さ）

最大：17.0 kg（37.5ポンド）

最小：13.2 kg（29.0ポンド）

重量
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環境仕様

次の表に、Cisco CMX 3375の環境要件および仕様を示します。

表 4 :物理仕様

仕様説明

41～ 95 °F（5～ 35 °C）

海抜305mごとに最高温度が1 °C低下。

温度（動作時）

–40～ 149 °F（–40～ 65 °C）非動作時温度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

10～ 90 %湿度（RH）（動作時）

5～ 93%湿度（RH）（非動作時）

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

0～ 10,000フィート動作時高度

0～ 40,000フィート非動作時高度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

5.5音響出力レベル

ISO7779に基づく A特性音響出力レベル LwAd（Bels）を測
定

73°F（23°C）で動作

40騒音レベル

ISO7779に基づく A特性音圧レベル LpAm（dBA）を測定

73°F（23°C）で動作

電力仕様

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

サポート対象の電源装置オプションの電源仕様を次に示します。
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770 W AC電源装置

ここでは、各 770 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号 UCSC-PSU1-770W）。

表 5 : 770 W AC仕様

仕様説明

公称範囲：100～ 120 VAC、200～ 240 VAC

（範囲：90～ 132 VAC、180～ 264 VAC）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

100 VACで 9.5 A

208 VACで 4.5 A

最大 AC入力電流

950 VA @ 100 VAC最大入力電圧

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

12 ms @ 770 W最大保留時間

770 WPSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

Climate Savers PlatinumEfficiency（80 Plus Platinum認証済み）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1050 W AC電源装置

ここでは、各 1050 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号 UCSC-PSU1-1050W）。

表 6 : 1050 W AC仕様

仕様説明

公称範囲：100～ 120 VAC、200～ 240 VAC

（範囲：90～ 132 VAC、180～ 264 VAC）

AC入力電圧
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公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

100 VACで 12.5 A

208 VACで 6.0 A

最大 AC入力電流

1250 VA @ 100 VAC最大入力電圧

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

1050 Wで 12 ms最大保留時間

800 W @ 100～ 120 VAC

1050 W @ 200～ 240 VAC

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

Climate Savers PlatinumEfficiency（80 Plus Platinum認証済み）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1600 W AC電源装置

ここでは、各 1600 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco製品番号 UCSC-PSU1-1600W）。

表 7 : 1600 W AC電源装置の仕様

仕様説明

公称範囲：AC 200～ 240 V

（範囲：AC 180～ 264 V）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

200 VACで 9.5 A最大 AC入力電流

200 VACで 1250 VA最大入力電圧

35 °Cで 30 A最大突入電流

1600 Wで 80 ms最大保留時間
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200～ 240 VACで 1600 WPSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

Climate Savers PlatinumEfficiency（80 Plus Platinum認証済み）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1050 W DC電源装置

ここでは、各1050WDC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号UCSC-PSUV2-1050DC）。

表 8 : 1050 W DC仕様

仕様説明

公称範囲：-48～ -60 VDC

（範囲：-40～ -72 VDC）

DC入力電圧

32 A（-40 VDC動作時）最大 DC入力電流

1234 W最大入力ワット数

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

100%の負荷で 5ms（1050Wメインおよび 36Wスタンバイ）最大保留時間

1050 W（DC 12 V主電源）

36 W（DC 12 Vスタンバイ電源）

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

≥ 92 %（負荷 50 %）効率評価

RSP2フォームファクタ

固定 3線ブロック入力コネクタ
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電源コードの仕様

サーバの各電源装置には、電源コードがあります。サーバとの接続には、標準の電源コードま

たはジャンパ電源コードを使用できます。ラック用の短い方のジャンパ電源コードは、必要に

応じて標準の電源コードの代わりに使用できます。

使用できるのは、下の表に示す認定済みの電源コードまたはジャンパ電源コードだけです。（注）

表 9 :サポートされる電源コード

長さ（メート

ル）

長さ（フィー

ト）

Description

3.5』11.7CAB-48DC-40A-8AWG

DC電源コード、-48 VDC、40 A、8 AWG

3線の 3ソケットMini-Fitコネクタ

3.09.8CAB-C13-C14-AC

電源コード、10 A、C13～ C14、埋め込み型コンセント

2.58.2CAB-250V-10A-AR

AC電源コード、250 V、10 A

アルゼンチン

2.06.6CAB-C13-C14-2M-JP

電源コード、C13～ C14

日本 PSEマーク

2.58.2CAB-9K10A-EU

AC電源コード、250 V、10 A、CEE 7/7プラグ

欧州

2.58.2CAB-250V-10A-IS

AC電源コード、250 V、10 A

イスラエル

2.58.2CAB-250V-10A-CN

AC電源コード、250 V、10 A

中華人民共和国
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2.37.5CAB-ACTW

AC電源コード、250 V、10 A

台湾

0.682.2CAB-C13-CBN

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.06.6CAB-C13-C14-2M

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.58.2CAB-9K10A-AU

AC電源コード、250 V、10 A、3112プラグ、

オーストラリア

2.58.2CAB-N5K6A-NA

AC電源コード、200/240 V、6 A

北米

2.58.2CAB-250V-10A-ID

AC電源コード、250 V、10 A

インド

2.58.2CAB-9K10A-SW

AC電源コード、250 V、10 A、MP232プラグ

スイス

2.58.2CAB-250V-10A-BR

AC電源コード、250 V、10 A

ブラジル

2.58.2CAB-9K10A-UK

AC電源コード、250 V、10 A（13 Aヒューズ）、BS1363プラグ

英国

2.58.2CAB-9K12A-NA

AC電源コード、125 V、13 A、NEMA 5-15プラグ

北米
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2.06.6CAB-AC-L620-C13

AC電源コード、NEMA L6-20 - C13コネクタ

2.58.2CAB-9K10A-IT

AC電源コード、250 V、10 A、CEI 23-16/VIIプラグ

イタリア

該当なし該当なしR2XX-DMYMPWRCORD

電源コードなし。電源コードなしサーバを選択するPIDオプションあり。
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付録 B
安全上の考慮事項

Cisco CMXを設置する際は、次のガイドラインに留意してください。

•ラックに設置した場合の温度上昇を考慮に入れて、周囲温度が 10～ 35 °C（50～ 95 °F）
であることを確認してください。

•複数のMobility Services Engineを装置ラックに設置する場合は、ラック内のすべての機器
が安全に稼働可能な定格電源が使用されていることを確認してください。

• Mobility Services Engineは、完全にアースされていることを確認してから装置ラックに設
置してください。

•警告の定義（49ページ）
•複数の電源（52ページ）
•設置手順（53ページ）
•アース線に関する警告（55ページ）
•ラックマウントおよびラックでの作業時のシャーシに関する警告（57ページ）
•装置の設置についての警告（65ページ）
•バッテリの取り扱い（67ページ）
•製品の廃棄処分（69ページ）
•電源ケーブルおよび ACアダプタ（71ページ）

警告の定義

安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。Use the statement number provided at the end of each warning to locate its translation in the translated
safety warnings that accompanied this device.ステートメント 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告
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BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij elektrische
schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard praktijken om ongelukken
te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de waarschuwing als u een vertaling van
de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt raadplegen.

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES

Waarschuwing

TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin käsittelet
laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu onnettomuuksien yleisiin
ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen mukana toimitettujen käännettyjen
turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien lausuntonumeroiden avulla.

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Varoitus

IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant entraîner
des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez conscient des
dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures couramment utilisées pour
éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des avertissements figurant dans les
consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, référez-vous au numéro de l'instruction
situé à la fin de chaque avertissement.

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Attention

WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und den
üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder Warnung
angegebenenAnweisungsnummer nach der jeweiligenÜbersetzung in den übersetzten Sicherheitshinweisen,
die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden.

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF.

Warnung

IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle persone.
Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli relativi ai circuiti
elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. Utilizzare il numero di istruzione
presente alla fine di ciascuna avvertenza per individuare le traduzioni delle avvertenze riportate in questo
documento.

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Avvertenza

VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du begynner
å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med elektriske kretser, og
kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten av hver advarsel for å finne
oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne enheten.

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE

Advarsel
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INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de lesões
corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos perigos envolvidos
no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de prevenção de acidentes.
Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de
segurança traduzidos que acompanham este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Aviso

INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular cualquier
equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los procedimientos estándar de
prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el número que le ayudará a encontrar
el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña a este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

¡Advertencia!

VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. Innan
du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och känna till vanliga
förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av varje varning för att hitta
dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna anordning.

SPARA DESSA ANVISNINGAR

Varning!
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複数の電源
This unit might have more than one power supply connection. All connections must be removed to de-energize the unit. Statement 1028警告

Deze eenheid kan meer dan één stroomtoevoeraansluiting bevatten. Alle aansluitingen dienen ontkoppeld te worden om de eenheid te
ontkrachten.

Waarschuwing

Tässä laitteessa voi olla useampia kuin yksi virtakytkentä. Kaikki liitännät on irrotettava, jotta jännite poistetaan laitteesta.Varoitus

Cette unité peut avoir plus d'une connexion d'alimentation. Pour supprimer toute tension et tout courant électrique de l'unité, toutes les
connexions d'alimentation doivent être débranchées.

Attention

Dieses Gerät kannmehr als eine Stromzufuhr haben. Um sicherzustellen, dass der Einheit kein Strom zugeführt wird, müssen alle Verbindungen
entfernt werden.

Warnung

Questa unità può avere più di una connessione all'alimentazione elettrica. Tutte le connessioni devono essere staccate per togliere la corrente
dall'unità.

Avvertenza

Denne enheten kan ha mer enn én strømtilførselskobling. Alle koblinger må fjernes fra enheten for å utkoble all strøm.Advarsel

Esta unidade poderá ter mais de uma conexão de fonte de energia. Todas as conexões devem ser removidas para desligar a unidade.Aviso

Puede que esta unidad tenga más de una conexión para fuentes de alimentación. Para cortar por completo el suministro de energía, deben
desconectarse todas las conexiones.

¡Advertencia!

Denna enhet har eventuellt mer än en strömförsörjningsanslutning. Alla anslutningar måste tas bort för att göra enheten strömlös.Varning!
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Esta unidade pode ter mais de uma conexão de fonte de alimentação. Todas as conexões devem ser removidas para interromper a alimentação
da unidade.

Aviso

Denne enhed har muligvis mere end en strømforsyningstilslutning. Alle tilslutninger skal fjernes for at aflade strømmen fra enheden.Advarsel

設置手順

Read the installation instructions before connecting the system to the power source.ステートメント
1004

警告

Raadpleeg de installatie-instructies voordat u het systeem op de voedingsbron aansluit.Waarschuwing

Lue asennusohjeet ennen järjestelmän yhdistämistä virtalähteeseen.Varoitus

Avant de brancher le système sur la source d'alimentation, consulter les directives d'installation.Attention

Vor dem Anschließen des Systems an die Stromquelle die Installationsanweisungen lesen.Warnung
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Consultare le istruzioni di installazione prima di collegare il sistema all'alimentatore.Avvertenza

Les installasjonsinstruksjonene før systemet kobles til strømkilden.Advarsel

Leia as instruções de instalação antes de ligar o sistema à fonte de energia.Aviso

Lea las instrucciones de instalación antes de conectar el sistema a la red de alimentación.¡Advertencia!

Läs installationsanvisningarna innan du kopplar systemet till strömförsörjningsenheten.Varning!
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アース線に関する警告
This equipment must be grounded. Never defeat the ground conductor or operate the equipment in the
absence of a suitably installed ground conductor. Contact the appropriate electrical inspection authority
or an electrician if you are uncertain that suitable grounding is available.ステートメント 1024

警告

Deze apparatuur dient geaard te zijn. De aardingsleiding mag nooit buiten werking worden gesteld en de
apparatuur mag nooit bediend worden zonder dat er een op de juiste wijze geïnstalleerde aardingsleiding
aanwezig is. Neem contact op met de bevoegde instantie voor elektrische inspecties of met een elektricien
als u er niet zeker van bent dat er voor passende aarding gezorgd is.

Waarschuwing

Laitteiden on oltavamaadoitettuja. Älä koskaan ohita maajohdinta tai käytä laitteita ilman oikein asennettua
maajohdinta. Ota yhteys sähkötarkastusviranomaiseen tai sähköasentajaan, jos olet epävarmamaadoituksen
sopivuudesta.

Varoitus

Cet équipement doit être mis à la masse. Ne jamais rendre inopérant le conducteur de masse ni utiliser
l'équipement sans un conducteur de masse adéquatement installé. En cas de doute sur la mise à la masse
appropriée disponible, s'adresser à l'organisme responsable de la sécurité électrique ou à un électricien.

Attention

Dieses Gerät muss geerdet sein. Auf keinen Fall den Erdungsleiter unwirksam machen oder das Gerät
ohne einen sachgerecht installierten Erdungsleiter verwenden. Wenn Sie sich nicht sicher sind, ob eine
sachgerechte Erdung vorhanden ist, wenden Sie sich an die zuständige Inspektionsbehörde oder einen
Elektriker.

Warnung

Questa apparecchiatura deve essere dotata di messa a terra. Non escludere mai il conduttore di protezione
né usare l'apparecchiatura in assenza di un conduttore di protezione installato in modo corretto. Se non si
è certi della disponibilità di un adeguato collegamento di messa a terra, richiedere un controllo elettrico
presso le autorità competenti o rivolgersi a un elettricista.

Avvertenza

Dette utstyret må jordes. Omgå aldri jordingslederen og bruk aldri utstyret uten riktig montert jordingsleder .
Ta kontakt med fagfolk innen elektrisk inspeksjon eller med en elektriker hvis du er usikker på om det
finnes velegnet jordning.

Advarsel

Este equipamento deve ser aterrado. Nunca anule o fio terra nem opere o equipamento sem um aterramento
adequadamente instalado. Em caso de dúvida com relação ao sistema de aterramento disponível, entre em
contato com os serviços locais de inspeção elétrica ou um eletricista qualificado.

Aviso
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Este equipo debe estar conectado a tierra. No inhabilite el conductor de tierra ni haga funcionar el equipo
si no hay un conductor de tierra instalado correctamente. Póngase en contacto con la autoridad
correspondiente de inspección eléctrica o con un electricista si no está seguro de que haya una conexión
a tierra adecuada.

¡Advertencia!

Denna utrustning måste jordas. Koppla aldrig från jordledningen och använd aldrig utrustningen utan en
på lämpligt sätt installerad jordledning. Om det föreligger osäkerhet huruvida lämplig jordning finns skall
elektrisk besiktningsauktoritet eller elektriker kontaktas.

Varning!
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ラックマウントおよびラックでの作業時のシャーシに関

する警告
To prevent bodily injury when mounting or servicing this unit in a rack, you must take special precautions
to ensure that the system remains stable. The following guidelines are provided to ensure your safety:
Statement 1006

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

警告

Om lichamelijk letsel te voorkomen wanneer u dit toestel in een rek monteert of het daar een servicebeurt
geeft, moet u speciale voorzorgsmaatregelen nemen om ervoor te zorgen dat het toestel stabiel blijft. De
onderstaande richtlijnen worden verstrekt om uw veiligheid te verzekeren:

• Dit toestel dient onderaan in het rek gemonteerd te worden als het toestel het enige in het rek is.

• Wanneer u dit toestel in een gedeeltelijk gevuld rek monteert, dient u het rek van onderen naar boven
te laden met het zwaarste onderdeel onderaan in het rek.

• Als het rek voorzien is van stabiliseringshulpmiddelen, dient u de stabilisatoren te monteren voordat
u het toestel in het rek monteert of het daar een servicebeurt geeft.

Waarschuwing

Kun laite asetetaan telineeseen tai huolletaan sen ollessa telineessä, on noudatettava erityisiä varotoimia
järjestelmän vakavuuden säilyttämiseksi, jotta vältytään loukkaantumiselta. Noudata seuraavia
turvallisuusohjeita:

• Jos telineessä ei ole muita laitteita, aseta laite telineen alaosaan.

• Jos laite asetetaan osaksi täytettyyn telineeseen, aloita kuormittaminen sen alaosasta kaikkein
raskaimmalla esineellä ja siirry sitten sen yläosaan.

• Jos telinettä varten on vakaimet, asenna ne ennen laitteen asettamista telineeseen tai sen huoltamista
siinä.

Varoitus

Pour éviter toute blessure corporelle pendant les opérations de montage ou de réparation de cette unité en
casier, il convient de prendre des précautions spéciales afin de maintenir la stabilité du système. Les directives
ci-dessous sont destinées à assurer la protection du personnelþ:

• Si cette unité constitue la seule unité montée en casier, elle doit être placée dans le bas.

• Si cette unité est montée dans un casier partiellement rempli, charger le casier de bas en haut en plaçant
l'élément le plus lourd dans le bas.

• Si le casier est équipé de dispositifs stabilisateurs, installer les stabilisateurs avant de monter ou de
réparer l'unité en casier.

Attention
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Zur Vermeidung von Körperverletzung beimAnbringen oderWarten dieser Einheit in einemGestell müssen
Sie besondere Vorkehrungen treffen, um sicherzustellen, daß das System stabil bleibt. Die folgenden
Richtlinien sollen zur Gewährleistung Ihrer Sicherheit dienen:

• Wenn diese Einheit die einzige im Gestell ist, sollte sie unten im Gestell angebracht werden.

• Bei Anbringung dieser Einheit in einem zum Teil gefüllten Gestell ist das Gestell von unten nach oben
zu laden, wobei das schwerste Bauteil unten im Gestell anzubringen ist.

• Wird das Gestell mit Stabilisierungszubehör geliefert, sind zuerst die Stabilisatoren zu installieren,
bevor Sie die Einheit im Gestell anbringen oder sie warten.

Warnung

Per evitare infortuni fisici durante il montaggio o la manutenzione di questa unità in un supporto, occorre
osservare speciali precauzioni per garantire che il sistema rimanga stabile. Le seguenti direttive vengono
fornite per garantire la sicurezza personale:

• Questa unità deve venire montata sul fondo del supporto, se si tratta dell’unica unità da montare nel
supporto.

• Quando questa unità viene montata in un supporto parzialmente pieno, caricare il supporto dal basso
all’alto, con il componente più pesante sistemato sul fondo del supporto.

• Se il supporto è dotato di dispositivi stabilizzanti, installare tali dispositivi prima di montare o di
procedere alla manutenzione dell’unità nel supporto.

Avvertenza

Unngå fysiske skader under montering eller reparasjonsarbeid på denne enheten når den befinner seg i et
kabinett. Vær nøye med at systemet er stabilt. Følgende retningslinjer er gitt for å verne om sikkerheten:

• Denne enheten bør monteres nederst i kabinettet hvis dette er den eneste enheten i kabinettet.

• Ved montering av denne enheten i et kabinett som er delvis fylt, skal kabinettet lastes fra bunnen og
opp med den tyngste komponenten nederst i kabinettet.

• Hvis kabinettet er utstyrt med stabiliseringsutstyr, skal stabilisatorene installeres før montering eller
utføring av reparasjonsarbeid på enheten i kabinettet.

Advarsel

Para se prevenir contra danos corporais ao montar ou reparar esta unidade numa estante, deverá tomar
precauções especiais para se certificar de que o sistema possui um suporte estável. As seguintes directrizes
ajudá-lo-ão a efectuar o seu trabalho com segurança:

• Esta unidade deverá ser montada na parte inferior da estante, caso seja esta a única unidade a ser
montada.

• Ao montar esta unidade numa estante parcialmente ocupada, coloque os itens mais pesados na parte
inferior da estante, arrumando-os de baixo para cima.

• Se a estante possuir um dispositivo de estabilização, instale-o antes de montar ou reparar a unidade.

Aviso
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Para evitar lesiones durante el montaje de este equipo sobre un bastidor, o posteriormente durante su
mantenimiento, se debe poner mucho cuidado en que el sistema quede bien estable. Para garantizar su
seguridad, proceda según las siguientes instrucciones:

• Colocar el equipo en la parte inferior del bastidor, cuando sea la única unidad en el mismo.

• Cuando este equipo se vaya a instalar en un bastidor parcialmente ocupado, comenzar la instalación
desde la parte inferior hacia la superior colocando el equipo más pesado en la parte inferior .

• Si el bastidor dispone de dispositivos estabilizadores, instalar éstos antes de montar o proceder al
mantenimiento del equipo instalado en el bastidor.

¡Advertencia!

För att undvika kroppsskada när du installerar eller utför underhållsarbete på denna enhet på en ställning
måste du vidta särskilda försiktighetsåtgärder för att försäkra dig om att systemet står stadigt. Följande
riktlinjer ges för att trygga din säkerhet:

• Om denna enhet är den enda enheten på ställningen skall den installeras längst ned på ställningen.

• Om denna enhet installeras på en delvis fylld ställning skall ställningen fyllas nedifrån och upp, med
de tyngsta enheterna längst ned på ställningen.

• Om ställningen är försedd med stabiliseringsdon skall dessa monteras fast innan enheten installeras
eller underhålls på ställningen.

Varning!
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Para evitar lesões corporais ao montar ou dar manutenção a esta unidade em um rack, é necessário tomar
todas as precauções para garantir a estabilidade do sistema. As seguintes orientações são fornecidas para
garantir a sua segurança:

• Se esta for a única unidade, ela deverá ser montada na parte inferior do rack.

• Ao montar esta unidade em um rack parcialmente preenchido, carregue-o de baixo para cima com o
componente mais pesado em sua parte inferior.

• Se o rack contiver dispositivos estabilizadores, instale-os antes de montar ou dar manutenção à unidade
existente.

Aviso

For at forhindre legemesbeskadigelse ved montering eller service af denne enhed i et rack, skal du sikre at
systemet står stabilt. Følgende retningslinjer er også for din sikkerheds skyld:

• Enheden skal monteres i bunden af dit rack, hvis det er den eneste enhed i racket.

• Ved montering af denne enhed i et delvist fyldt rack, skal enhederne installeres fra bunden og opad
med den tungeste enhed nederst.

• Hvis racket leveres med stabiliseringsenheder, skal disse installeres for enhedenmonteres eller serviceres
i racket.

Advarsel
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装置の設置についての警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。
Statement 1030

警告

Deze apparatuur mag alleenworden geïnstalleerd, vervangen of hersteld door bevoegd geschoold personeel.Waarschuwing

Tämän laitteen saa asentaa, vaihtaa tai huoltaa ainoastaan koulutettu ja laitteen tunteva henkilökunta.Varoitus

Il est vivement recommandé de confier l'installation, le remplacement et la maintenance de ces équipements
à des personnels qualifiés et expérimentés.

Attention

Das Installieren, Ersetzen oder Bedienen dieser Ausrüstung sollte nur geschultem, qualifiziertem Personal
gestattet werden.

Warnung

Questo apparato può essere installato, sostituito o mantenuto unicamente da un personale competente.Avvertenza

Bare opplært og kvalifisert personell skal foreta installasjoner, utskiftninger eller service på dette utstyret.Advarsel

Apenas pessoal treinado e qualificado deve ser autorizado a instalar, substituir ou fazer a revisão deste
equipamento.

Aviso

Solamente el personal calificado debe instalar, reemplazar o utilizar este equipo.¡Advertencia!
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Endast utbildad och kvalificerad personal bör få tillåtelse att installera, byta ut eller reparera denna
utrustning.

Varning!

Somente uma equipe treinada e qualificada tem permissão para instalar, substituir ou dar manutenção a
este equipamento.

Aviso

Kun uddannede personer må installere, udskifte komponenter i eller servicere dette udstyr.Advarsel
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バッテリの取り扱い
There is the danger of explosion if the battery is replaced incorrectly. Replace the battery only with the
same or equivalent type recommended by the manufacturer. Dispose of used batteries according to the
manufacturer’s instructions.ステートメント 1015

警告

Er is ontploffingsgevaar als de batterij verkeerd vervangen wordt. Vervang de batterij slechts met hetzelfde
of een equivalent type dat door de fabrikant aanbevolen is. Gebruikte batterijen dienen overeenkomstig
fabrieksvoorschriften weggeworpen te worden.

Waarschuwing

Räjähdyksen vaara, jos akku on vaihdettu väärään akkuun. Käytä vaihtamiseen ainoastaan saman- tai
vastaavantyyppistä akkua, joka on valmistajan suosittelema. Hävitä käytetyt akut valmistajan ohjeiden
mukaan.

Varoitus

Danger d'explosion si la pile n'est pas remplacée correctement. Ne la remplacer que par une pile de type
semblable ou équivalent, recommandée par le fabricant. Jeter les piles usagées conformément aux
instructions du fabricant.

Attention

Bei Einsetzen einer falschen Batterie besteht Explosionsgefahr. Ersetzen Sie die Batterie nur durch den
gleichen oder vom Hersteller empfohlenen Batterietyp. Entsorgen Sie die benutzten Batterien nach den
Anweisungen des Herstellers.

Warnung

Pericolo di esplosione se la batteria non è installata correttamente. Sostituire solo con una di tipo uguale
o equivalente, consigliata dal produttore. Eliminare le batterie usate secondo le istruzioni del produttore.

Avvertenza

Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiences設置ガイド
67

安全上の考慮事項

バッテリの取り扱い



Det kan være fare for eksplosjon hvis batteriet skiftes på feil måte. Skift kun med samme eller tilsvarende
type som er anbefalt av produsenten. Kasser brukte batterier i henhold til produsentens instruksjoner .

Advarsel

Existe perigo de explosão se a bateria for substituída incorrectamente. Substitua a bateria por uma bateria
igual ou de um tipo equivalente recomendado pelo fabricante. Destrua as baterias usadas conforme as
instruções do fabricante.

Aviso

Existe peligro de explosión si la batería se reemplaza de manera incorrecta. Reemplazar la batería
exclusivamente con el mismo tipo o el equivalente recomendado por el fabricante. Desechar las baterías
gastadas según las instrucciones del fabricante.

¡Advertencia!

Explosionsfara vid felaktigt batteribyte. Ersätt endast batteriet med samma batterityp som rekommenderas
av tillverkaren eller motsvarande. Följ tillverkarens anvisningar vid kassering av använda batterier.

Varning!
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製品の廃棄処分

Ultimate disposal of this should be handled according to all national laws and regulations.ステートメ
ント 1040

警告

• Het uiteindelijke wegruimen van dit product dient te geschieden in overeenstemmingmet alle nationale
wetten en reglementen.

Waarschuwing

Tämä tuote on hävitettävä kansallisten lakien ja määräysten mukaisesti.Varoitus

• La mise au rebut ou le recyclage de ce produit sont généralement soumis à des lois et/ou directives
de respect de l'environnement. Renseignez-vous auprès de l'organisme compétent.

Attention

• Die Entsorgung dieses Produkts sollte gemäß allen Bestimmungen und Gesetzen des Landes erfolgen.Warnung

• Lo smaltimento di questo prodotto deve essere eseguito secondo le leggi e regolazioni locali.Avvertenza

• Endelig kassering av dette produktet skal være i henhold til alle relevante nasjonale lover og
bestemmelser.

Advarsel

• Deitar fora este produto em conformidade com todas as leis e regulamentos nacionais.Aviso

• Al deshacerse por completo de este producto debe seguir todas las leyes y reglamentos nacionales.¡Advertencia!

• Vid deponering hanteras produkten enligt gällande lagar och bestämmelser.Varning!

O descarte definitivo deste produto deve estar de acordo com todas as leis e regulamentações nacionais.Aviso

Endelig bortskaffelse af dette produkt skal ske i henhold til gældende love og regler.Advarsel

Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiences設置ガイド
69

安全上の考慮事項

製品の廃棄処分



Cisco 3375 Appliance for Cisco Connected Mobile Experiences設置ガイド
70

安全上の考慮事項

安全上の考慮事項



電源ケーブルおよび ACアダプタ

ステートメント 371
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付録 C
Regulatory Information

この付録では、Cisco CMX 3375アプライアンスに関する規制情報を提供します。

• Regulatory Information（73ページ）

Regulatory Information
この付録では、Cisco CMX 3375に関する規制情報を提供します。

Cisco 3365シリーズMobility Services Engineに関する FCC規定について

この機器は、FCC規定の Part 15に基づくクラス Aデジタルデバイスの制限に準拠しているこ
とがテストによって確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉

を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、ま

たは放射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用

しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅地でこの装置

を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防

止措置を講じる必要があります。

EU Directive 1999/5/EC（R&TTE Directive）に関する準拠宣言

この宣言は、CiscoSystemsによって提供またはサポートされる構成（ソフトウェア、ファーム
ウェア、およびハードウェアの組み合わせ）に対してのみ有効です。CiscoSystemsによって提
供またはサポートされるものではないソフトウェアまたはファームウェアを使用すると、対象

機器が規制上の要件に準拠しなくなる可能性があります。

ステートメント 191：VCCI準拠クラス A警告（日本）

This is a Class A product based on the standard of
the Voluntary Control Council for Interference by
Information Technology Equipment (VCCI). If this
equipment is used in a domestic environment, radio
disturbance may arise. When such trouble occurs,
the user may be required to take corrective actions.

警告
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